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シナネンホールディングス　品川天王洲ビル　完成
創業周年へ新たな飛躍の転機に

シナネンホールディングス株式会社
代表取締役社長　ＣＥＯ　中込　太郎

設計コンセプト

隣地の共同住宅と意匠をそろえ統一感を創出
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設計・監理、施工／不二建設

（７） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　７月２９日　（月曜日）

■工　事　名：（仮称）品川区東品川１丁目計画（事務所）
■建　物　名　称：品川天王洲ビル
■工　事　場　所：東京都品川区東品川１丁目番号
■建　築　主：阪急阪神不動産株式会社
■設計・監理：不二建設株式会社一級建築士事務所
■施　　　工：不二建設株式会社
■延　床　面　積：，．㎡

■敷　地　面　積：．㎡
■建　築　面　積：．㎡
■構　　　造：Ｓ造
■階　　　数：地上６階
■用　　　途：事務所
■工　　　期：年５月２日～年５月７日

エントランスホール 事務所フロア
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運河側から見た全景

エレベーターホール

　シナネンホールディングスグループが東京都品川区
で建設していた新本社ビル「品川天王洲ビル」が完成
した。同グループが持つ敷地を阪急阪神不動産が取得
し、新本社ビルの建設資金と土地代金を相殺する「等

価交換方式」を採用している。同エリアは品川区の景
観重点地区に指定されており、周辺環境になじむ外観
とし良好な景観・環境作りに貢献した。設計・監理、
施工は不二建設が担当した。

　シナネンホールディングスグループは、東京都品
川区東品川に新本社ビルを建設し、７月日に稼働
を開始いたしました。建設にあたりご尽力いただい
た関係者の皆さまには、この場を借りて厚く御礼を
申し上げます。
　当社グループは年に創業し、練炭・豆炭とい
う固形燃料の製造・販売事業から始まり、現在では、
石油・ガス・電気などの総合エネルギーを中心とし
たさまざまなサービスを、全国各地域のお客さまに
お届けしております。新本社が建設されたこの地は、
創業当時、その固形燃料の製造工場があった場所で
す。また、シナネンという社名は、かつての社名で

ある「品川燃料」を略して名付けられました。私た
ちのルーツである地に、新本社を構えることを原点
回帰とし、新たな飛躍への転機と捉えております。
　これまで、当社グループは時代の変化に合わせ、
さまざまなサービスを提供しながら歴史を紡ぎ、
年に創業周年を迎えることになります。さまざ
まな社会環境の変化が起きる時代となりましたが、
当社グループはこの場所から、〝エネルギーの炎〟
を〝サービスの炎〟に変えて灯し続け、地域すべて
のお客さまの快適な生活に貢献する企業グループと
して成長を続けてまいります。

　本建物は、シナネンホールディングス新社屋と阪
急阪神不動産が提供する分譲共同住宅の一体事業で
計画された建物です。事務所ビルと共同住宅の一団
地認定を取得することにより、高度斜線の緩和を適
用し都心部での土地の有効活用を図りました。

　建物は、１階にエントランスホール・駐車場等共
用施設を設け、２階～５階を事務室、６階が倉庫と
なっています。環境に配慮した取組の一環として、
シナネンホールディングスグループで取り扱う、再
生可能エネルギー商品である太陽光発電設備を取り
入れています。建物の東側は天王洲運河に面してい
ます。天王洲地区として品川区の景観重点地区に指
定されており、デザイン監修である南條設計室のア
ドバイスをいただきながら、良好な景観・環境作り

への貢献を目指しました。
　運河に面するファサードはガラスカーテンウォー
ルを採用し、水辺と空の開けた景観が映り込み、周
辺環境に調和するように配慮しました。アクセント
となるマリオンと外部階段の縦格子ルーバーは、隣

地の共同住宅と意匠をそろえることで統一感を持た
せました。道路側や共同住宅アプローチ側は、高木
や壁面緑化を効果的に配置するとともに、共同住宅
との間にはフェンスを設けず、緑地や広場空間を一
体的に整備することで、開放的で魅力ある空間とす
ることができました。
　この度、無事竣工を迎えることができました事を
大変喜ばしく思います。

不二建設株式会社　設計部　佐藤　仰

大空間の事務所スペース


